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釈 尊 ,I M tÌlUli)/手榔 官t轡 ;㌔
①趣き鴫 ′′ 帆 桝 御 難 鴇､G)テス巨もン′tO-

も痕克.

5).皇鋤 珂̀私や､ら･
T,･pG.号キ ー絹L･帰 一- 一一 一一･一一 一一 (
q)PPT. (L ′.)-- -- -- I- -- (

･9年蘇 生のテf-I-AJ､,i I--- -I ---(

61.現 簡 臥,yl息見風耳と再 :一･一 1一･一 し

Traci{し､トキも

Iヽ

l

ノヽ

)

-24-



工: 癖 寄史 (ナウ･)TJ皇 ≡薄 ｣-
紬 1.覇単軌 ･tあf-.つて rコパ スJr利敵T叉斉胤

紳 ZL葡闇摘 もう･最蒋壕軌､使覚兼｣り会浄 ｣

約.3.r鴎 1-で醜鮎 郷 を渡 ､

晩 冬八鹿のテ-冒 了コン/路 JT驚き入瀦 JrA的蔵敷.

恥 5,射 て-ろ液孝顛浄 了伯楽J

帆 6.丹穫間尋 -rAgか親電｣T密乱 丁せ設滞J

敗 軍､ 紳轡 且御 津儀磯 奇観項数 絶食鼻

紙 等､あれ輿伐 て秦埼観 のこと,

Nも､貧 ケト ンメ濁.T躯 の硯乳 .r男運楓 寄

帆 恥 膚葡萄人ランボ●-

蜘･lL 癒れの3H70噂 も昏･写和 牛掌.

紺8､は.∇マン2盛.永見打各と絢餌鼻､の線

軌 15･亀鋸 私 .'''録 も:凝 乳･小過草
紙 件､こと輸 免れ-敬 浄孝

軸tlF. r虹艶 ｣働筋骨乳 ともk,じゃ･

軌 16.鬼 牽 節 か万 的 ｢敷瓦､｣

鰍 ITT 榊 の豊景観 .㌣繊 JT単軌 宵
約､1%､鮪 骨如う､牽蚤努細 る物 騒 .

軌 仇 敵 の嘲 れ醸 し､. ′･

敗 ZO･T観 .5J頭 厳寒射 咋

恥 臥 r匪 -軌 蚤･:&轡象 り >

輿.之之. '' '' く 2>

軌23.鳥亀 と蚤･;A < ち>

帆 払. ', ′. 之4>

敵 方.'洩弓私 印狛 及♪必儀欄 .

帆 臥 マげ違坤璃乾･.-飯滞欧虚′999･
粗 野.ムツで汀ウの憩鳴 r噂 を刻 ｣々

如.乱 敦G)丸 ｣心級数裏革､率RJn tt､

軸O･之チ･ra薮汲畢噂 Tj:i:yLJ碑

的 38.触 ムデ渡少.五紳 甥華か里軋

No.乳 坪亀鴫 r埼 刻々セ｣

敵 ち之. ′, J′ 凱 b汚職 ヒ.

帆 弔.類別軸 喪濁亀 r転乳奪.
取 外 ′, 一･ '母を執り

軌 ちう.T郭t:J轍 ･..紳 介肇･
帆 外 ,･ ′･ .-養メき中華.

服 部 う ,, ･･･恥 fft噂 〆.

帆 乳 ,, ,I I-うVttLの常
軌 努. ,I ,, I-6い雪の卑

W.恥 /, ,, ･..勃襲撃的恥骨

触れ 寒新 略 ､細れ9各節帝やlr客観｣

的0.42.軒 喝の乳しろヾ 本 丁胤席｣

絢 噂 も摘 沌 驚鬼 二㌢ ｢級 ｣

的0.線 軍が辛ラ手ラマろ象見.Ti噂招 ビ功

略 解､ 恵軸 と率責澗 暖 考えろ鮎 ｣

HO.46.蓬威生野壕 .2乾麺施
敵 47､常田みつをQ)蔑称

Ng･楓 ｡Oa如 中 現車 -寓 私書
拙 戦 .+･L-･一周 鞄 即､良 二秤手を-rむ｣

帆 亨9. 7しント廟 折 ヒ.T時 刻々 J々

触 畑 J･ /･ r風 ′串.｣

敵 L,･濠紘 墾再 かのせ冬 .

帆 写写.連濁鴇 か魔 粗 最少.

敵 性 鶴私見魯亀 ･･.T恕紅私

網･55,時鷺の段コ､l<リ.(t滅 革新)Ti 確 1ン沌 -｣

帆56.t頼繍 ･.･融 短さ.失血 .鳴 ･､冒タ.蚊 橡｣

榊署 あパつそして臥 ､や.).根蓬 .

帆 町 鰻 資7･盈線 郷 息 兇趨･

楓 ぎ㌢. 糾 あ嫉き魯鬼 ､各譜軸､♭練上

級 軌 ,1 /I LをCP2> ′/

軌 GL 衛敏 .樽 棚 や

敵 62.鯛 ､lうOキムごjに息.還_.一句二句射 て･

軌 6号､私胤や､明 を営招 ､.'鯛 ｣r雨 の楓嘗 ｣

馳 臥 掻寺健｣の繊 巧汀
恥防､蔽較郎 博棚 噂 Tj鰻鮎 海相 孝.

粗 鼠 フォ叫ス同線･･.･y和額級 鴫常･

軌節 度壌餌 中 拍 手像 貴J

絶 島!t ･t ′一 丁尊 み々恒

的¢淵 恵壊蓬魔 砲 藤を細 雪,｣

恥 取 を蔓壊っ.Q,紬 壊摘多 野希二欝転 ･

恥 TTL A､=､､狩り その後 .'鼻｣t･･

軸.7Z.偽線嵐藩九泉強ま噂･鳳を奇勝乳
的野.凍み サ ､て潔 さ私 -を.㌧丸 の斉 ｣

如､轍 'Xi畑 愚息与奪虚し･t･T絶 息 ｣

附.滞 .撃もl紳骨 痛声恒 ん･-T#頼～lr凝乳 JT和 争う闇 ､

触 TTS. i.ぼ かも＼して-r声｣孝. 恵 T終儀 1

槌O.rW. 人二線 ?強風 池塊相 離 乙へ T匝笈 )

鵬.TR 示し山恥入 克郎潮見

No.咋 糾 骨蚤永 司取異腹 rlk埼｣
帆 軌 飽 Tリかヲ｣ほt't鮎 .T獲･長｣

軌 亀し 手首､小 ､減 極 薮耳 .･郵 転 宵

-25-



敵 組 ･タも私利馴 敬譲私人)-鮎を根 箱師 .
恥 絶 て恥叛 如 ･t.怠れら明 ､､卵 ･潤

帆 臥 打 歩い八郎 ラアt･t乳･ダ'iTfrLq)臥

如､軌 Iじ､姉 ヲ粥-､一旦 T怠りT各gn親軌 壇.

恥 乳 阜払いデけ ナきしのこと.ち6与を紀･1勘 ナ-I

帆 W･ も日射叫rイ了ナナしい と･T韓 累｣
町 !号.もい 蕗 酎 ･･･マす Lテレサ鴫 .

帆 書写 ′･ ,･ ㌧簿ノ亀 蔓

帆 乳 香L72､㊨･-脱私私泉噂

乱 れ 複軌曙J肇食滞 て争J くq:のま,

恥 夕之. ′' ′, く 2>

帆 汚･碗 ;kヰ L-J･穂別｣､｢如 斬現れ 軒

如.軌 坤人格督碁敵督止五郎 tt･

糾〇･汚 . ′′ '' く亀の 2㌢

馳 FG.Tj軸 1かこもが の寺射 ,

敗野･考乳 酪単組 綿棒

鰍 乳 タンマtレモン r軍事 麻凝 ｣
帆 77.戴ヰ鹿-きし鼻息 ,,恥 挿 し恒 -I,,

如｣叶 太郎 ･も絶 島細 丘.iLLふ ･-瑚増殖浄

鮒･帆 呼 ､彪脅懲血 餌 もl-･帆 も泡乳 管｣㊦

臥 IQZ.吋-やす･鴫ベt･廟孝義登 ､ゝ 感材 ビrJ

榊=略 匂舟 Qt私 もよしtLて･雪 面もJ

kO､鵬,･ぞ息乳酪灘卑 丁伽 p親 和 も.
帆 耶 ･ユヤク押 ､t了驚 亨ももの乳･･t｣

NO･P6･鰻 4葛.概嘩紅 草野iq)3

帆 IBTr･麟L.永野科姉 醸心

NM 夢･え断 髄 や ､､うL.冠托鴫 J4.
帆 l叶 /小 骨 tを秒&)鴨 Oへ.
帆 ItO . ,, T* 儀 ｣之き噂 乾.

約･lll /-で･レ弟車嘗鴨OL･/ 牽七島恒 ｣

帆 舷 潮和 す朋 はず●紬･リセ-コンテ可

帆 II5. 展観 7g-ヲ4ヤ塊私 尊 称を.

恥 l終. ′･ ′● 鴫 qi)

恥 岬. 儀嘗い ちこかに∵ 躯 の徽 凱 卵胞･

帆 略 史組敷尊 者息子恵をl沖 .

如.毛ty. ,′ .. 払 功労藩.入野･塵旅

帆 ､胤 歎y .L の 入射 聴 取 71J.

帆 鵬 . 儀音か母上軸1,､UCI橡を未如 l

帆l臥 ′･ 4 2> rオールちの乳恩 ｣鳶

NB.121. /f ～ ち> 樽 終 ､舟とG腰各､い.

NC.也 . ′′ < ヰ>丸重篤のせ革 .

帆 -13･暦象･草 鳩 車 馴 さで ･

脚.I鞄. 俳句の牧草.′･け川 一句4- î･
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二又付
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｣
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付
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潔
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を
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｣
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｣
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滴
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⑳

宝

摩

-

｣

削

欄
炊
外

海

に

出

ら

れ

ず

頚

d
少
､7W

rカ
列
矧

匂
イ
･｡
十
四
m
に
潮
受
け
境
防
で
粥
め
切

､h禿
た
長
崎
夢

輿に
は
無
数
の生

物
が
生
息
す
る
が
､君

酪宝
石に徐々
嚢

っ

た
｡

農水省によると
､
埴
防
円

の拘
啓
池
は
岡
氷
が
流
れ
込
ん

で
約
三
週
間
で
淡
水
化
さ
れ

る
｡
ム
ツ
ロ王
;
t
由

に
阻
ま
れ
外
樽
に
出
ら
れ
ず
､

R
講
の刺
的な
変
化
で
蒔
す

る
｡
蹄
革
袴
干
拓
革
拓
所
の大

久
保
光
二次
長は
｢今
の生
物

は
死
ん
でk
苛つが
'
や
が
て

洪
水
に
適
し
た
生
物
が
等
よ

う
にな
る
｣
畠
す
｡

現
謀
の
折
早
帝
王
榊に
は魚

の
ほ
か
ゴ
カ
イ
､
カ
l惹
ど
の

底
生
生
物
が
生
息
り
市
島
団
体

rcl本
塩
地
ネ
ット
ワ
I
Z

(去
罰
･同
県
練
早
市)
の山

下弘文代衷(KllOはこれまで

号拓文意で､窮境撃
きれて閉め切られた瀬

ダ

ー
札
所
1-
日
日年
前
日
時
35
分
､
度
喝
県
･練
早
瀬
上
空

に
君

意
鼠
夢
海
抜

し
た
｡
う
慧
刑三十
積
は
新顔

の
可
能
俊
彦

惇
恒

三
.)ん
は
r蝶
早
帝
は
r有
明

雷

と呼ばれるほど

ー･の
可f!'t
とも丑
+I
.

■'山日

】

生
命
の
宝
庫
な
のに
｣
と
干

潟
の
運命を悔し
が
る
｡

閉
め
切
り
で
､
ズ
グ
ロカ
モ

国
際
的
に
重
要
な

干
潟
消
滅
を
憂
慮

世界自然保
瞳基金

長
崎
県
諌
早
博
の
干
拓
琴
梁

で
祁
受
け
壌
防が
閉
め
切
ら
れ

かっ
た
し
と
煉
る
｡

感

mぼ
義

認
轡
剖

』
副
など
沿
岸
空
転
｢

つい
て
生
懇
某
な
ど
の
四
五
を

九
七
年
荘
以
降
に
実
施
す
る
｡

許
早
帝
が
詞
宏
対
象
に
食
卓吊

る
か
ど
うか
は
未
定
だ
が
､
山

下
さん
は
｢干
満
の生
物
の辞

し

い生憩は解
讐れておら

ず
､
調
査
が
終
わ
垂
宗で
粥
め

切
り
を
写
りせ
る
べ
き
だ
っ

た｣
と誇
し
て
い
る
｡

た
十
E]日
'
押
巨
･f
:
.

金
(W
W
F
)
日本
賓
艮会
は

｢冒
醇
的
に
壬
y
i′

手

羽
が
消
施
す
る
こと
を
ま
膚
す

る
｣
と
の見
解
を
先
安
し
た
｡

同
裏
金
は
①
蹄
畢
帝
は
シ

羊
､チ
ド
リ
.
L
′
じ､

稚

･･.

力大き
い6l

干
拓
地
の
利
用も
こ撃
二転
し

て
お
り
､
そ
の薙
帝
位
は
十
分

に検
討
さ
れ
て小店
呼
､
防
災

練
絹
に
つい
ても
疑
問
が
挙
句

③
潔
境
形
菅田糞を耗概し
て

行
い
､
影
野
が
唄
うかに
な
っ

た
と
きは
藁
を
中断
す
べ
き

だ
I
と
し
て
革薬
見
渡
し
責

め
て
い
る
｡
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徹
す,れ
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日管之 Tfi
上空.i呈.'71-1､

∵
二TtT:::;

厳

朋
璽

舶
縮

鮎

鋸

鏑

っ
た
｡
先
日
､
竺

蜜
の
病
院
通
い

に
に
じ
ん
で
い
た
D

の
た
め
経
神
沢
か
ら
衆
祭
に
い
っ
た

悪
賢
澄

男
人
に
は
､
何
も
い
っ

碓
氷
峠
の
写
真
家
た
ち

が
､
粍
氷
峠
を
通
る
毛
蟹
の
写
琵
撮

影
を
す
る
た
め
､
沿
線
に
は
カ
メ
ラ

愛
好
者
が
大
勢
望

6ftて
い
た

J
j

の
ぬ
会
を
逃
し
た
ら
､
も
う
こ
贋
と

二

二

∵

停
演
じではな
い
か
｡
何

轟

r蝉
のシ
ェ

ル

パ

｣

と

呼

ば

れる喝気機関翠
E
F
6
(吉

の
遵
梧
作

頚
を
見る
姓

適

フ

ァ

ン

-

ほ

日宇約日時58分
､
群
馬
県
松
芽
田
町

OOSBCスペシャル
失われゆく農展を求め
て･碓氷韓物語▽済Jlt
-軽井沢間廃線▽女蜂
･鈴木源の頗5797Lt
54田

.?･.JJJ･.iEa71-◇SBCスペシャル｢失われゆく風解を求めて･掩

水師物ほし

(sBC後8･oO)今回のsBCスペシャルは､女蜜の鈴木常=写爽=墨i凋jr. .いう苧続が届くところ替り

れ蜜惜しむ鉄道ファンらが
指め掛けた｡
会場入り口近くでは､l
九六三露和三卜八)牢に
腐止された召N封細嵐糊代犠
藍

電
気鰻開墾rデゴイチ｣の
愛称で親しまれた口51形
蒸気戯関翠の実物を壁不｡
D51は時折醤署噂りし､
谷間に買愁姦う膏が響い
た｡駅と梯緒を挟んで反対側
のJR粥川遊転区では､画
矧賓
1
めて公開｡解岡に凍結して
締樽見を貢見て出'jjjEFEB
形電気機関車貴解した琴
を撃耶したOイベント広均
では､膚越線に関するクイ
ズやEF63の部品のオーク
シmンなど藍けい､プレー
卜などの鉄道グッズ販兄が
人気蔑めていた｡JR轡
日家筋重文汝は二日間で二
万人の人出蓉見込んでい
る｡今回犀比とな
る区間は､
.匡三･'
･ヒ‥.,上が
る号)10把で,
割
引
封
｢

絡嫁で敢大の急坂〇一八九
≡(明哲一十六)年､目茶
初のアプト式銭適で開架､

滑

川と閑煎方面
圭結んでき

た
'

畢

生

圭
黒
車

･欝

･,･警

舞

罰
が
珂

覇

叫
上
野
部
の
ホ
A
に

立
つ
｡
十月
言
JR借越怒

潤

川縁

槻
園

於脚脚i

州納ii舶㈱㈱憐㈱料i…/,i潤a
i.iI..''.I.II...I-.:...I.I..I-.I.I..

.1.2.:''.I...
1
..-.(辻対
生
)

-う
･t
L･.LJ
Ei

旧観苧T)

う
蒜
掃
い威す.

選
-寅
で
､

な
い
の
で
は

ない
か
ご
で
ん
な
気
か

す
る
｡
畷
比
後
は
パ
ス
の
利
用
な
ど
で
カ

'･/
-
し
て
ゆ
く
ら
し
い
が
､F
S1(.T

撃

.の
館
の
楽
し
芯
は
t
と
て
む
で

ん
萄

d
利
忍

轡

は
夢
見

ら
れ
な
い
｡

の
窮
涼
し
い
風
が
芯
か
,Vrt吹
き
.込
む
の

ヨ

竃
m闇
酎
商
崩

鏑
望
尋

ことだう
っ5

列
車
の
赤
い
テ

ール
ラ

ン
プ

を見

送
っ
た
リ
､東

研

笥

科
u

烈竹ど､jDEつ

だれも帯びの中に瞥なくなっ
それでも愚近'

う√...に黙して､のんびりした

各駅肝Ⅵや控行列耶の旅を朝し

む人が噂見iP
:,I.I...,::..∵:.I.I,.:..;.....i'.I.:.'･:..

なくなってゆく｡ぎ～なに早く

目的地についても大魚霞欝

はできても､その内専はかやっ

ぱだ｡今やASEAN(衆問アジア

緒国璽忠の発塔やEUへ欧州

適合)の活動で､世界は一段と

グローバリゼーションを加速さ

せている｡
しかしいかに巨大な金舶宋衣

を即かしても'刺創司矧ど

轟び附かないのでは､何のため

に金館けしているのか分かi'な

I;

I.
.,.:;

S
I..

I
.i.

:
I

-I.:''
:I:

''.
::

:I..''鮒,,
.i.:

I
,

I,I
,

(ほタ5)

}搾
､
1
､
I瑚〕

書かれ詰寄 ,早

_I,---I

･:"jti?Tr･.I.ft._.1.,(_iJi･;i;]･.)i.m..硝､,t111:.:;:.:..I.I,.:..I:,.:";;.,:I.:I.:I.I,1.:I..,:,I.M..:...:.).I,,:i.i:･I;

I

叫､｣;⊥~″二｢ユー‥′...ヽ

′

新
し
い
土
地
で

目
標
定
め
実
行

昨
年
十
二

月に
磯
路
が
決

定
し
､

四月から塾

照
れ

､新しい土･JL一
頭始まる｡大学生にな
るからには､由会t闇研
曹
な憲
llO今年の目襟をいくつか
.:7･::]=..:'酢.[.T:ft吊

出
だ
C
稀
校
ま
で
､威
か
刑

罰

川刊
mぎ
受
け
身
的

に
捗
い
て
き
た
こ
と
は
否
定

で
き
な
い
｡
署

頭
喝

自
重
.'J良
責
付け
れ
J
:b
fl

な
い
｡
･Jl=謬

.

ト

ーtJこ
と
で
あ
る
｡
今
や
地
球
規模での
さ
ま
ざ
ま
な
問
額紹駅絹㍗諸
でも多くのことに､か
日
uHtHh
かわUを持って､自分た

ち
で
で
き
る
こ
と
は
､
栖
橋

的
に
や
って
い
き
た
い
と
思

ラ
.九
八
年
は
地
金
や
絡
司
り

情
勢
も
､
さ
つに
厳
し
く
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
.
坐

活
に
慣
れ
る
ま
で
大
変
か
も

し
れ
な
い
が
､
人
に
迷
苛
を

責

と思う
｡

良野市富口
銭

(1-芯絞生)

[対馬丸の悲劇
次代
へ伝
え
て

昨

年十二貝大
きなニ

ュースが飛び込んでき

ち鹿児島県ト
カラ列島

沖に沈んでい轟
.■見.J杏@o

川)ul‖m川川川mM川umrI川川仰LrMFIMH川IFlll"州r川L川MM日掛日日川IIHlrlm)JnZr川llllil川日日‖Jl"EZ日日Ll川lIIImJllm川l川
量目‖JlHmZllllruJ川l川l川川州州m日日 ･/.3

あきらめずに自信を持っていつまでも地絡が零宗thず､半ば投げやりになっていた私に､父は｢今､時間をやり過ごしたって､来年ふ感じことだ｡硝浦鯛銅網リどころか､助走さえしてないじゃないか｣≒まるでLラマの中のセリフのようなことを雷っ

た｡

,.TJ1'ij.'':.:mfL:,昭十のモすつっと吸い取ってしまった｡初めて､自分がまだ何も始めていなかったことに気ついた｡

もう墓腰である｡

啓からは今までとは連

う､新しい生活がスター
Hする夢
変われば､
いろいろな妓~財をした
り､･｢ま.J.P.カ一L
世界に出合うことができ
る打切引封
や
､

釧掛にぶつかるこ
義

るだるO.そんな縛､父
の雷蕪を思い出し､日暮司
に自信を持って'旭-詞q
割引劉mW迅汗ニス左
思う｡今までとは革つ新しい
年号､たくましくきし

いこう｡桑野市境太知子(I--帯放生)

:,:::姐.汽;訳郎
いた｡だから､そんな百
分はやめようと決心し
た｡

茜
T3ク☆
r年賀状｣
分け欝しておめでとう
と啓い
てあった-小沢1郎
(轟野
市･LbH鳥)

琴一次世界大戦中の四
四寧八月､単文疎開船で
あった対馬丸は米潜水桂
の攻撃塞け､約八七〇
㍍の潔く暗い海底へと沈んだ｡死者千四百八十四
人
CJ.t
七Lml二十
鳥羽惑った｡私が小学
生の時へ道徳
の渡米で映画菟たJOその中に対馬丸のことが措
か

れたア二義あったO靭火を汚碁つと沖縄かり表土へ兵
団
疎開を
することに
なった芸
女た
ち｡親から
頼れ､惑
研
心の曳封崖っていた〝
そんな船が､楽潜水硬
の魚常飲繁に遭い､友過
重｣くし､I人冬瓜へ戻

っ

た少年｡起きた革件を笥和､覇錯珂中で泣いて宅当時､その子供た
蓋同世代だ
った私は､大きなシmック姦せなかった｡新しい年蓋えるとい-tll√一うことは､世代が代わることでもあ
る｡戦争を知
らない子宝売るということだ二義と希のよ
鮎Ⅷ鰻雛雛
次世

代へLBなく_な
ら

ない｡度肝市野沼輿蛙(18-雷u
な｢人の役に-｣
ノ■私の心がまえ
新しい年､一つの心が
士き｣.一こと｢しまし
忠.それは､勇禍閣叫
著
です.
ます､親に対してで
す｡少しは家事の手伝い
などをしていましたが､
とても凍れた頑をしてい
たリr足硬を席がってい
る時がありますごてれで
も､しなければいけない
ことは､しっかりとやる
のか私の両親です｡ と'義とをするべきだ､と思い
ます｡両親に轡りす､郵-
っている人や弘を必要と
.LJくtカし一L.
う､少しでも役tjDたい｡
昨年､学校の頼り喝
つえをついたおじいさん
が安んだはずみに退路わ
きの水のないみぞにはま
り､起き上がれなくなっ
た場面に出合い芦したo
すtrに一人の友達と助
けようと,泣声した｡もう
7人の友湧畠わリ､少
し手間敦望宗したが､劫 け辱)すことができ憂し
た｡おじいさんは何度も
｢すまない｡葬りかとつゥ
奉りがとっ｣と掩リ下し､
｢助かった｣という気持
ちがあふれた界でこ
与り金属てい襲した.r<助けがで
きてよかLLP
この出来翠も､新しい
心が暮兄を持つきっ

かけにな望
一こ
た.

長野市
内村輿由恕

(18=書
き

㌘記を再び⊥銅銅網棚銅紺

社会にも目を摘闇鯛″的鯛

罰愚を片付けていた会の出来琴にあまり関

ら､以前つけていた日記一心がなかった.今､日表

書

見つけた｡懐かしく塁でどのようなことが患

い､

読み返してい香妄言)ているのかなど､全く

に､尊

.こめ･Jrもつ

波音いて

みたくなったOといっていいほど､知ら
ない｡

三日坊主

にならない･日記毒びスター上ヾ

ようt牢

用のシンプルi官屯のを塩に､少しでも

な日記

帳を連んだ｡判別言いなり､これまでより
▲t
tE
LE.した.Jと

思う｡そして､毎日へそ

の日の放念の出来夢を
1

行
でもいいなり普くこと

熟

レたいり

搾革ば曙い二ユ-スが

I.::州,t1...:･.1･::I:.I.:.1･･t㍉
叫･

協
愚
閏
u閲
簡
閲

うな一年であってほしい

と思う.
盈野市
昏木
千草

(ほ=筋校告

叫

自分を琴見る
目標しっかり
昨年十二月一日､幼稚
園の肖り迎えを精しめ､

十

七年間､私窒ハ切に面

倒

みてくれた祖母がUく

な

った｡学等り頼るといつも
｢お帰り｣と貰ってくれ
た祖母はむういないO厳

し

vL町りれることが多

か

ったが､傑しくて､と

てむ

矧掛倒山だったの

で､す

ごく懇しかった｡

悲しん

でばかりいても

仕方ない憶

ド慣性薄

汚
打ド盲分

を変えて
みたい｣と思フてい

る. 今までの自分は､uq桝.を決琶
したg勇
者
貞嶺

リとした員顔がなかっ
た｡だから値入の考えや悪
鬼に流r)れることが'し
ばしばあったり､自分が
唇たいこと菅
剣に考えたことがほとん
どなかった.高校の部清朝を最後ま
で親けりれなかったリ､
学校の勉強に熱心に取り
組めなかったのも'その
せいだと思う｡今年は志免する大学に
合格することが轟だ.
将来やりたいことや興味
の拳骨Jとを自分なりに
菟剣に考え､それ菖指
して頑喋る?こ大学愛敬 善いJ

ノウ一㌧)とをへきっと
祖母も頼っていただそつ｡上層.7Ti1.て､今年は今まで
とは遭う何か特別な年にな
やよrつ鼻力したい｡真野野天沢清司(17-高校豊 29

砂地873クO｢初夢し見たい夢が多Vてまだ目が覚めない-曙審首相=(象･アッケラカン).I.
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:合

･､､れ
d
号
6･

又も紳J
1･I
古
木
-
ふ
っI
L
も
-

･

､
6取
-.I.･有
り
ふ
d
IJ-

戦

後

派

作

家

｢
四

季

｣
四

部

作

稲

村

讐

響

ん

宛

蒸

品
詞
叫宮
詣
な
ど
の
小
野

や
お
う
盛
札
掛
財
清
新
で
琴
り

れ
る
作
家
義

幽
｣

萄

訓
勾
雲

り

中
村
其
1郎
(な
か
む
や
レ
ル

い
き
雫
ノ)
氏
が
二
十
五
日
年

後十
i時五分
'
急
性
呼
吸
不

全
の
た
め
静
岡
県
熱
海
市
の繭

院
で
死
去
し
た
｡七
エT九
頼
O東

京
都
出
身
｡
自
宅
は
熱
海
市
響

日
野
〓
ハノ
四
五
-
九
〓
ハ｡

好
感
･告
別
式
は
故
人
の
適
意

で
行
わ
ず
'
l羊
八
白
に
家
族

だ
け
で
密
丑茅
奮
む
｡
祭
主
は

身
盲
E
I,

-

(さ

き
･ユ毎

本
名
中
村
佐
紀
子

-1
な
か
i)?
さ
き
こ
)さ
ん
｡

二十
五
日
暴
､窮

喝

摩
周
一茂
と
金
魚
'
特
電
後
'

夕
方
に
な
って
仔
網
が
壌
く
な

り
開
院
に
運
ば
れ
た
｡

東
大
仏
文
科
革
｡
一九
四
二

(昭
和
十
七
)
年
､
作
象
項
羽

ク
｣
を
籍
成
｡
r死
の
影
の
下

qJなど
の
作
品
で
｣鯛
鰍珂

僻
笥

詔
謂
盛
科
し
､

文

.
｢
土
..}

心

折
尾
｡
晩
年魯

笥

閤
層
に
あ
最
リ
組
ん
だ
｡

代
袈
作
｢四
寧
｣
四
部
作
の

う
気
身
で
谷
蒜

I

､尋
｣
義

封
山封
蔓

賞
｡
r坪
山
闇
と
そ
の
時
代
｣

義

｡
九
0
年
に
島

本
芸
術
院
井
塞
け
た
｡
他
の

主
な
州
税

暑
｢四

琴
｣
､轟
伝
に
｢堵
鱒
波
啓
の

生
産
｣
な
ど
｡

九
三
年
か
り
日
本
近
代
文
学

地
理
革
度
を
搭
め
て
い
た
ら

盲

一

軽
井
沢
文
壇
の

中
心
的
な
存
在

中
村
氏
は
絢
で
拳
存
家
の

故
鬼
庶
蓬
の
研
い
で
北
佐
久
郡

畷
井
沢
町
を
折
ね
書

つに
な

り
､
夏
の
間
は
同
町
内
の
別
荘

閤したっせわしい日常の
.～中でふと気付くと'今は

じき仲間たちのことを考

え
て
い
た
り
す
る
｡
そ
ん
な

折
々
へ封
の
は
頚

荊感

じ
た
7句
で
あ
る
雪
での
中

村
さ
ん
が
､
七
十
九
歳
の
生

涯
を
閉
じ
た
っ
じ
き
名
を
教

えられる刑に加わったこ

とになる｡中);こと

って未知の人
､紫色､芸

所
､
書
E
rより
こ
し
こ
.

い削
層
即
い
人
生
の
績
み

盗
ね
そ
の
も
の
だ
った
り
感

動
を
自
ら
∧
古
い
日
本
人
の

ーl日

u

叙
情
形
式
∨
姦
す
る
発
句

で
メ
モ
し
た
｡
覇

持

出

純
錯
陣

産捜唾時代､狩人
真

相､
追ー

桝
の

渦国男
ヨ
要
義
こ

した｡友人たちが引き簡
げ､洩り頼って筏しく味

わった撃宗し汁､みそ汁

二つのわんに､中山道を

行
き
来
し
た
苦
の
旅
人
霞

い
や
る
｡
や
は
り
狩
人
の
買

君

記

し
た
句
と
い
う

不適こすこと
が
夢
か
った
｡

こ
の
他
に
琴
〔庵
汝
た
ち
に
よ

琴

同
町
塩
沢
に
尊
勾
略

井
沢
耗
原

文
虎

｣

の館長も
妨

め
た
｡
今
年
七
月
広
遠
巌
毎

日
新
聞
の
t当

漸哲

に

も
登
場
し
たばか
り
｡
八
八
年

一
な
りは
文
化
面に
d
川叫

山
の
初
婚
-
鮫
井
沢
今
昔
｣
を

百
回
に
わ
た
っ丁連
れ
し
た
｡

抑嘉
:I:
･

,a.:.･::;.?.:.
-

I:
I

虜
を

苛せた｡冬
の
暖
犀
は

解
り
ご
た
つ
し
か
な
い
.
土

地
の
人
に
教
え
ら
れ
､
野
菜

は
屈
の
一角
に
穴
を
細
って

貯
蔵
す
る
｡
リ
ン
ゴ
や
卵
は

押
し
入
れ
の
毛
布
の
間
に
包

み
込
ん
だ
｡
発
い
た
こ
と
に

イ
ン
ク
が
凍
り
､
万
年
筆
の

先
に
息
を
牒
ぬ
い
と
字
が

官
け
な
い
や
僻
弱
だ
った
｡

効
ハも
体
験
し
た
｡
お
の
ず

と
死
蓋

に息捜し
､
そ

れ
が
日
ニ
ー(奇
ftl毒
)る
.

味
の
問
い
寧

と
な
った
｡

辞
世
の
句
を
早
く
か
ら
用
思

し
て
い
る
｡
慌
た
だ
し
い
旅

立
ち
の
間
際
で
は
､
余
裕
が

な
い
ぢ
つ
つI
と
の
思
い
か

盛
レ､召
封開
先泣なぜ芙欝わいらしさん

中
村
芋
んは
弗
常
亀

だ
る
〟
轟
じ
て
お
ら
れ
た
｡
そ
ー諾
い
い
き

烏
ハ土
ノ産

屋
｡曹

うい
う

時
宕
村
夏
は
､
大
く
せ
喜
てお
昆

た
｡
中
村

苧
ヒ
日
､劇

笥

封
義

山か
､
そ
SLB

そ
鼠
等
,
中
宮
食

掛
軌
軒

蒜
も
こ
味
も
琴

時
､
関
西
G
Lj
等
へ
こ
浮
か
だ
晩
年
籍
晶
告
は
,
お
U

..

.I

L'‥
t

''.･I
rt･.■1■と
.I-~
'
-..7
-･It事一.一
■-I-
･-
7
′.>T.
ナ

』

宮
戸
し
た
｡
い
や
､
へ私
等

叩き

著せて終
始､雲

が
あ
｡
欝
に
い
ら
っし
ゃ
った
8
く
な
｡
に
な
った
中
村
芝
は
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か
宅
そ
れ
が
慧
空
き
の

二
十
年
聴
く
肺
'
こ
れ
ま
で
を
蚤

が
､
反
リ
ア
リ
ト
で
あ
る
と
思
い
込
ん
で
お
ら

く
せ
で
'
少
由
か
か
み
に
な
象
科
州矧
矧封
義
気
ズ
ム
萎
過
勤
の
窯
と
し
て
れ
て
､
壷
に
対
し
T,32い
つ

っ
て
話
し
込
ん
で
お
ら
れ
た
｡

中
村
凍
一郎
さ
ん
に
は
､
こ
西
の
文
学
に
相
渉
(わ
た
)
る
e
LJtつ
つ｡

された
｡このナ
イ
⊥
ノに
履
く

軍籍も
の
碍

蜜

開
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
､
学
者
の

森
川
が
佳
敬
を
し
て
い
た
封

到
督
川引
導

た

私
は
天
人
の
佐
撃
へリ
ぬ
さ
ん

に
舎
回
し
て
､
｢あ
と
で
｣
と

そ
の
場
を
離
れ
た
｡

私
は
そ
の
夜
､
用
が
あ
っ
て

早
め
に
会
場
を
出
た
｡
勝
り
喋

に
も
っ
一夜
'
中
村
さ
ん
の
姿

を
撰
し
た
が
見
つ
か
ら
な
い
ま

ま
､
あ
'
よ
い
お
年
J

と
琴
つの
老
雷
わ
ず
じ
ま
い
だ

っ
た
句
妄

り〓占
思
った
｡

い
つ
も
必
ず
ご
あ
い
さ
つ
し
て

い
る
の
で
少
し
舞
に
掛
か
っ
て

い
た
｡
中
村
苧
ルは
傘
W

決
ま

っ
て
私
の
小
腹
に
つ
い
て
感
想

奮

っ
蔓

る
｡東
詞

と

て

も

ナ

イ

ー

ブ

な

論

客

広

範

な

知

識

明

せ

き

に

整

理

込
ん
で
r思
い
が
け
ず
風
の
壁

と
い
う
千
枚
の
作
品
を
腎
い
た

紺
'nm絹

撒
詣

猫
準

つと
比
較
し
て
丁
寧
に
統
み
'

新
郎
に
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ

ち

日~
射
創
嵐
眉
最
善
襲

リ
ア
ゾ
ズ
ム
で
は
な
い
'
広
い

必妄
頗
付
か
富

で
音
名
中

村
さ
ん
の
粛
欲
の表
れ
だ
った

昭
和
四
十
年
二
九
六
五
年
)

に
挙
刊
･啓
壁
と
い
う
リ

ト
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
創
刊
し
て
か

'iY
そ
れ
を
四
十
八
年
(七
三

年
)
に
終
刊
す
る
ま
で
､
絶
大

董

選
っ
て
く
だ
さ
っ

た
｡
そ
の
こ
ろ
は
蓋
福
山田
谷

の
叢
譜
等
の
近
所
に
お
住
ま
い

だ
った
の
で
夜
港
く
ま
義

邦
舜
し
､
古
今
東
西
の
文
盆鼓

毅
に
花
轟
か
せ
竃

も
親
切
に
摂
る
縛
って
お
ら
れ

た
｡
あ
る
時
､
私
が
r女
優
を

大
切
に
す
すや人
が
フ
ェ
ミ
ニ
ス

ト
と
は
限
り
ふ専
ん
j
と
等
つ

と
'
ぴ
っV
り
し
て
物
滋彦
と

し
た
さ
っな
空
売
き
った
の

か
印
象
に
残
って
い
る
｡
い
わ

ゆ
る
女
好
き
と
い
う
の
で
は
な

い
け
れ
ど
､女
性
が
大
好
き
で

女
性

し
･)iClrlれ
た｢

そ
し
て
自
分
は
女
性
に
〟も
て

債･3年日新聞に｢火の山の物好一纏井沢今普｣
を連取していた当時の中村茶一郎氏(1988年7
月､北佐久郡魅韓主尺BTの別荘で家族らと)
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朋
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絹
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渦

震

塁
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最
終
聖
火
走
者
ム
ー
ン
さ
ん

開
会
式
後

九
日カや
日
iiitけ
て
､
嘗

封
劃
諸
相頚
畳
司刀

垂二十.kDを警
笥

｢チャリ千､-ラン｣
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1
D

挺

捧
持
慎
讐

要
義

轟
妻

ヂ

全
日
本
ス
キ
-
連
盟
は
二
十
二
日
､
長
野
五
輪
の
ジ
k･ン
プ
と
ノ
ル

ディック空
夢
サンプの

テ
ス
ト
ジ
ャ
ン
パ
主
士
矢
を
決
め
た｡
署

と
な
る
小
縛
工
紫
高
二
年
番
西
凍
子
(よし
こ
)
さ
ん
(Iと)や
､

て
十
八
日
の
s
T
W
錦
恩
降
ジ
ャ
ン
プ
大
会
で
初
康
勝
し
た
水
声
歯
科
ク
ラ
ブ
の
高
橋
撃

きん

(二三)が
選
ば
れ
た
.

国
内
習
初
の
魔
性

高

二
の

葛

西

さ
ん

聴
覚
障
害
克
服
高
橋
さ
ん
も

葛
西
さ
ん
は
同
校
ス
キー部
昭

一の
女
性
ジ
ャ
ン
パ
ー
で､客
ナ

で
は
数
少
な
い
北
海
退
ス
キ
ー
運

盟のジャン蜜

男要
石に
ノ
ー
マ
ル
ヒ
ル
を

中
心
に
攻
囲
し
て
い
る
｡
目
立
っ

た
戦
績
は
な
い
が
､
二
十
五
日
に

札
鳩
･大
魚
山
ジ
ャ
ン
プ
娩
技
場

で
開
く
N
H
K
杯
で
は
ラ
ー
ジ
ヒ

ル
に
挑
む
｡

同
校
の
森
幹
堆
教
鞍
部
凍
P
由)

-
休
背
斜
-
は
｢学
校
は
試
合
以

外
や床
ん
だ
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な

い
｡
明
る
く
ま
じ
め
盗
甲し
分
の

な
い
子
で
す
｣
と
い
う
｡
真
野
五

輪
ジ
ャ
ン
プ
日
本
代
鼓
に
O
B
の
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T
小
学
撃
孝
かFや
札
幌
市

円

の
ジ
ャ
ン
プ
少
年
tBで
凍
習
｡
歯

科
技
工
士
を
し
な
が
ら
冥
力
を
付

け
､
陀
雪
再
の
国
体
成
年
A
で

っ

直に･へ
っ
iTJ,J)T
V
埜

はヾ
へ

i".El:･:%
T%

i
j
.那

..

た
｡

テストジ
ャ
ン
パ
ー
は
公
式
練

習
や
競
技
で
望
丁か
飛
ぶ
前
に
､

ア
プ
ロ
ー
チ
(助
走
路
)
争
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
バ
ー
ン
牽
ア
ェ
ッ
ク
す

る役割｡
県関係では､融
剤n喝
(雷

印乳策)､蜜

京発表)､

高沢公給
寿
沢
温
泉ク
)-
I

ず
れ
も
下
帯
井
部
野
沢
温
泉
村
出

身
､
北
安
食
郡
白
馬
村
の
西
森
琴

平
八白
周
ク
)
な
ど
の
空
でが
過

ば
れ
た
｡

欝

硬麻
幽

ジ

ャンプ
活
躍

高
橋
選
手
に
涙

十
へ
clJ
礼
墜
Eの
大
蔚

山
ジ
ャ
ン
プ
野
花燭
で
行
わ

れたsTV杯国軍ンナン

離

船
開

明

網

日

り｣

ら
し
い
快挙
で
あ
る
.

校は滋が
開
こ
え
な
い
と

い

うハンデ
ィ
が
草
ニ々
ー

を
知
り
､
ま
た
ま
た
感
動
し

た｡小筆
二牢の時
､
お
父

虎野
五
輪
で
テ
ス
ト
ジ
ャ
ン
パ
I
を
梯
め
る

粛碑撃
一

題亭
(柑
qlr
S
T
V
挿
画
帝
ジ
ャ
ン
プ
大

会で)

虹
で

き
る
こ
と
誉
Jせた

い
)
と
､
ジ
ャ
ン
プ
の
練
習

を
始
め
た
の
だ
と
い
う
)

fr.

苛
Jを
貢
jJ@

た
め
に
'
レ
ー
ル
を
救
か
れ

た
お
父
さ
ん
の
決
心
は
､
非

常
に
立
派
だ
った
と
思
い
ま

け
=
闇
閤
闇
閉
園
園

労が
'
今日
見
帝
に
花
開
い

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
ゥ

二
十
三
歳
の
歯
科
技
工

士
'
蔑
退
学
の
明
る
い
薮

原
に
涙
が
出
ま
し
た
ま
た
､

勝
利
に
も
お
こ
.

心憎

に

菜
た
々
.
一
.'
一l,.iL

琴

れ

て
い
た
の
を

テ
レ
ビ
で
見
て
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